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Ⅰ 研究の概要 

１ 研究主題 

 

 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

ＧＩＧＡスクール構想により、児童生徒１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワーク

が整備され、１人１台端末環境が実現した。子どもたち一人一人の個別最適化と創造性を育

む教育の実現に向け、学びを支えるツールとしての「ＩＣＴの活用」がより一層必要となっ

ている。また、学習指導要領には学習の基盤となる資質・能力として「情報活用能力」が挙

げられ、教科等横断的な視点に立って育成することが示された。この「情報活用能力」をど

のように育成していくのか、具体的な取組が求められるようになった。 

北松分校は令和３年度に小中学部が新設され、分校としてスタートした。高等部のみの分

教室であった頃は、生徒に１人１台タブレット端末が整備され、授業で活用する場面もあっ

たが、利用方法をマスターしている教師は少なく、有効的に活用されていない状態であった。

また、新設された小中学部の教師もタブレット端末を活用したことのない教師が大半であ

ったため、教師のＩＣＴ活用能力の向上が急務であると考えた。 

 そこで本研究では、子どもたちが、一人一人の認知や状態に応じた学習や、協働的な学習

を進められるようになることを目的として、研修を通して教師のＩＣＴ活用能力の向上を

図るとともに、ＩＣＴを活用した授業づくりや授業改善に取り組むこととした。また、各学

部の取組を「実践事例集」としてまとめることで、今後の指導や授業改善に役立てていきた

いと考えた。さらに、「情報教育全体計画」「情報活用能力体系表」を作成し、その視点を取

り入れた授業を行うことで、育成へ向けた系統的な手立ての構築を探った。このような取組

を通して、授業の中で積極的に活用していくことで新しい学びや授業の質を向上させてい

きたい。 

 

３ 研究の目的 

（１） ＩＣＴを活用した授業づくりや授業改善を行い、子どもたちが一人一人の認知に応

じた学習や、協働的な学習を深められるようにする。 

（２） ＩＣＴの効果的な活用を通して、情報活用能力の育成や、教科等の指導の充実を図

る。 

「子どもたちの学びを深めるＩＣＴの活用」 

～教師のＩＣＴ活用能力の向上と、ＩＣＴを活用した授業づくり～ 
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Ⅱ 研究の構想 

１ 研究仮説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究内容 

（１）「ＩＣＴの三つの良さ」*1や「情報活用能力の八つの要素」*2を意識した授業づくり 

  ・子どもの実態に応じたアプリの活用 

  ・授業プランシートを活用した一人一授業 

・Teams を活用した双方向の学習  

 

（２）「情報教育全体計画」の策定に関する研究 

  ・北松分校の「情報教育全体計画」「情報活用能力体系表」の作成と活用（どの単元で

何を学ぶか。四つの要素における実態に応じたステップ表。教育課程との関連。） 

 

*1「ＩＣＴの三つの良さ」とは、「多様で大量の情報を収集、整理・分析・まとめ、表現することができる。」 

「時間や空間を問わずに、音声、画像、データなどを蓄積、送受信できる。」 

「距離に関わりなく相互に情報の発信・受信のやり取りができる」 （平成２８年度１２月中央教育審議会答申） 

*2「情報活用能力の八つの要素」とは、「情報の収集」「情報の整理・比較」「情報手段の基本的な操作」「統計」「情報の

発信・伝達」「情報の保存・共有」「プログラミング的思考」「情報モラル・情報セキュリティ」（小学校指導要領） 

 

ＩＣＴを効果的・効率的に活用した授業を組み立て、授業検討会を通し

て授業改善に取り組むことにより、教師の指導力や授業の質が向上し、子

どもたちの学びが深まるであろう。 

教師の指導力向上 

「慣れる・活用する」 

「普段使い・ＩＣＴの良さを生かす」 

〇ＩＣＴ機器を活用した授
業づくり（一人一授業） 

〇授業検討会 
〇アプリに関する研修会 
〇実践事例集の作成 
 ・学習効果の検証 
〇情報教育全体計画及び情
報活用能力の体系表の作
成と活用 

子どもたちの学びを深める 

〇様々なアプリの日常的な
活用 

 ・個別最適な学び 
 ・プログラミング的思考 
・基本的な操作技術 
・情報モラル教育 

〇協働的、双方向の学び 
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３ 研究組織 

研究推進委員会 ・研究推進のための企画、立案 

全体会、授業検討会 ・全職員での研究や実践の共通理解及び授業検討、研修会の実施 

研究部 ・授業検討会、ＩＣＴ活用に関する研修会の企画運営 

・実践事例集の編集（令和３、４年度）※資料① 

・授業プランシートの作成（令和５年度）※資料② 

・一人一授業の推進 

・各種アンケートの実施、分析、考察 

教務部 ・情報教育全体計画、情報活用能力体系表の作成 ※資料③、④ 

・情報活用能力体系表を活用するための検討会 

・保護者への理解啓発 

 

４ 研究計画 

 

 

 

 

月 令和３年度 令和４年度 

４月 
〇今年度の研究についての希望調査 〇教師のＩＣＴ活用指導力チェックリスト 

〇ＩＣＴ活用についてのアンケート 

５月～

６月 

〇研究推進委員会 校内研究の決定 

 

〇授業実践（一人一授業） 

〇内部講師による研修会とグループ研究 

・Teams ・Keynote ・Forms 

７月 
〇県教育センター出前講座研修 

・特別支援学校におけるＩＣＴ活用について 

〇内部講師による研修会 

・情報活用能力の育成について 

８月 
〇内部講師による研修会とグループ研究 

・Keynote ・オムレット 

・プログラミング教育について 

 ・viscuit ・scratch 

９月～

１２月 

〇授業実践（一人一授業） 

・授業検討会：ＩＣＴを活用した授業につい 

て課題の洗い出しと具体的方策の検討会 

〇内部講師による研修会 

・情報モラル教育について 

〇授業実践（一人一授業） 

１２月 

～２月 

 

 

〇研究のまとめ 

〇県教育センター出前講座研修 

・Teams の日常的な使い方 

〇研究のまとめ 

令和３年度 

「知る・慣れる」 

令和４年度 

「慣れる・活用する」 

令和５年度 

「普段使い・ＩＣＴの

良さを生かす」 
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５ 研究経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 令和５年度 

４月 

１７日（月）研究推進委員会「令和５年度研究の在り方」 

２１日（金）全体研究会「令和５年度の校内研究について」 

・教務部よりアンケート実施 

（情報教育全体計画、情報活用能力の体系表について） 

５月 

・Teams の研修 

・研究部よりアンケート実施 

教員の ICT活用指導力チェックリスト（以下、「指導力チェックリスト」） 

生徒のＩＣＴ活用に関する意識調査 

６月～

７月 

・情報モラル教育についての研修 

・教務部より「情報教育全体計画・情報活用能力体系表」についての検討会 

９月～

１２月 

・授業プランシートを活用した授業実践（一人一授業） 

・授業検討会：各学部の情報活用スキルの実態把握と情報共有 

・研究部よりアンケート実施 

（指導力チェックリスト、生徒のＩＣＴ活用に関する意識調査） 

・教務部より「情報教育全体計画・情報活用能力体系表」を活用後の 

見直しと最終チェック（アンケート及び検討会） 

１月～

２月 

・研究のまとめ 

・次年度の研究内容についてのアンケート 

３月 １４日（木）研究推進委員会「次年度の研究について」 
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Ⅲ 研究の実際 

１ 研究の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「ＩＣＴの三つの良さ」や「情報活用能力の八つの要素」を意識した授業づくり 

① 教師に向けた各種アプリの操作研修 

研究スタート当初は、タブレット端末を活用したことがない教師がほとんどで、授

業においてＩＣＴをどのように活用すればよいか戸惑う教師が多かった。そこで、ま

ずは教師がＩＣＴ機器に慣れることを目的として、校内の人材を生かした内部講師に

よるアプリの研修や、県教育センターの出前講座を活用しての研修を行った。また、

Society５.０社会に生きる子どもたちにとっての「情報活用能力の重要性」や「情報

モラル教育の必要性」についての研修も行い、ＩＣＴ活用に対する理解を深めた。 

内部講師による研修 外部講師による研修 

Keynote 

Forms 

Teams 

iMovie 

オムレット 

基本操作、活用場面の

紹介、 

授業場面の紹介 

 

 

出前講座① 

「特別支援学校におけるＩＣＴ活用について」 

・ＧＩＧＡスクール構想について 

・国語、算数でよく活用されるアプリ 

・プログラミング的思考を学べるアプリ 

・障害の特性に応じたアプリの活用 

viscuit 
scratch 
Swift 
playgrounds 
まなんでパズル 

プログラミングカー 

プログラミング的思考

の育成について、教材

やアプリの紹介 

出前講座② 

「Teams の日常的な使い方」 

・クラウドサービスについて 

・Teams の様々な活用術 

・プログラミング的思考を学べるアプリ 

 
情報活用能力の育成について 

情報モラル教育について 

（１）「ＩＣＴの三つの良さ」や「情報活用能力の八つの要素」を意識した授業づくり 

  ①教師に向けた各種アプリの操作研修 

  ②実践事例集の作成 

  ③授業プランシートを活用した一人一授業 

  ④授業検討会での情報共有 

 

（２）「情報教育全体計画」の策定に関する研究 

  ①「情報教育全体計画」「情報活用能力体系表」の作成と活用（どの単元で何を学ぶか。四

つの要素における実態に応じたステップ表。教育課程との関連付け。） 
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② 実践事例集の作成 

  令和３、４年度は、積極的に様々な授業場面でＩＣＴ機器を使ってみることを重視し、

授業検討会を通して、アプリの紹介や実践を共有した。各実践の成果と課題、アプリの有

効性などを「実践事例集」（※資料①）にまとめた。２年間で１００を超える事例が集ま

った。 

 

 ③ 授業プランシートを活用した一人一授業 

  令和５年度は、「ＩＣＴ活用の良さ」や「情報活用能力の要素」を意識した授業づく

りを目指してＩＣＴを活用した一人一授業を全職員が行った。その際、ＩＣＴ活用の

有効性や情報活用能力の視点をより意識するために「授業プランシート」（※資料②）

を活用した。これは、滋賀県教育センターが提示している授業プランシートを参考に、

本校用にアレンジしたものである。本校が作成した「情報活用能力体系表」（※資料

④）を活用し、授業の中で育成したい情報活用能力を明確にした。 
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④ 授業検討会での情報共有 

  各学部の職員を縦割りにしたグループを作り、授業検討会を行った。授業の様子を視聴

後、授業者からの児童生徒の様子やＩＣＴ活用の状況などを聞き、児童生徒の情報活用ス

キルの実態や授業についての改善点などについて、情報共有を行った。検討の際には、付

箋紙を使った紙媒体や Teams のホワイトボード機能を使った KJ 法を活用して行った。

検討会後には、今後具体的に取り組みたい内容を記入し、一人一人が次の授業実践に生か

す意識を高めるようにした。 

 ＜授業検討会の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「情報教育全体計画」の策定に関する研究 

 ① 「情報教育全体計画」「情報活用能力体系表」の作成と活用 

  情報活用能力は、各学校でより具体的に捉え、児童生徒の発達段階や教科などの役割を

明確にしながら教科横断的な視点で育んでいくことが重要である。（文部科学省ＨＰより） 

本校でもＩＣＴの活用を進めていく上で、情報活用能力を小学部段階から高等部段階

まで計画的に育成していくための指標となる情報活用能力の体系的な整理の必要性を感

じた。しかし、特別支援学校で「情報教育全体計画」や「情報活用能力体系表」を先行研

究している学校は少なかった。そこで、文部科学省が作成した体系表の例や、東京都教育

委員会が作成した東京モデルなどを参考にしながら、本校児童生徒の実態を踏まえた知

的障害教育による本校独自の「情報教育全体計画」（※資料③）と「情報活用能力体系表」

（※資料④）を作成した。北松分校版の情報教育全体計画や情報活用能力体系表を作成す

るに当たり、次の４点を重視した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇学校の教育目標から情報教育の目標を掲げ、各学部で育成したい力を段階的に明示し、

かつ地域、家庭との連携を図る多角的な視点を示した全体計画であること。 

〇小学部１段階から高等部２段階までの系統的なつながりが分かる体系表であること。 

〇体系表で完結せず、育成したい力を明確にした授業構想につながる体系表であること。 

〇実態把握と育成状況の目安に活用できる体系表であること。 
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「基本的な操作」「問題解決・探究における情報活用」「プログラミング」「情報モラル・

情報セキュリティ」の四つの各要素を、横列にステップ１（小学部１段階）からステップ５

（高等部１、２段階）と発達段階別に表した。縦列に番号を示し、授業プランシートにも育

成したい情報活用能力を「Step1-7」のように、端的に示すことができるようにした。 

 

 
 

 小・中学部、高等部の全教師で全体研修を行い、教務部が提示した試案に関して系統的な

視点から意見を出し合い、共通理解を図りながら策定を進めていった。 

 

＜研修会の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 結果と考察 

中学部、高

等部の１、

２段階は、

「小学校」

の１～３年

生を参考に

作成。 

小学部１段階か

ら小学部３段階

のStep表は白紙

の状態から作成

していった。 
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Ⅳ 結果と考察 

１ 子どもの学びの深まり 

児童生徒のタブレット端末の活用頻度について、職員アンケートを令和５年５月と１２

月に行った。１２月のアンケートでは「ほとんど活用していない」の回答数は「０」になっ

た。 

（回答：５月３３名、１２月２８名） 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、中学部と高等部の生徒３２名に対し、「情報活用についてのアンケート」を５月

と１２月に行った。回答に当たっては、生徒の混乱を避けるため、全て「できる」「ややで

きる」「あまりできない」「ほとんどできない」の４項目で統一した。 

アンケート結果から、「基本的な操作スキル」や「タブレット端末を活用する目的」など

の理解が進んでいることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の授業での iPad活用頻度 

      

13％ 

25％ 

50％ 

13％ 
11％ 

37％ 

52％ 

３ パソコンやタブレット端末を使った授業は楽しい 

     

53％ 

34％ 

72％ 25％ 

５ パソコンやタブレット端末を使った授業は分かりやすい 

      

63％ 63％ 

25％ 

22％ 

3％ 
9％ 3％ 

16％ 
3％ 

9％ 
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ＩＣＴ機器を授業で活用することで、「意欲的に学ぶ」「基本操作の上達」（小中高全体）

「視覚的な教材で理解の手助けとなる」（小学部）「書くことへの苦手意識の軽減」（中学部、

高等部）「双方向の学習の実現」（小中高全体）といった変化が見られた。特に「双方向の学

習の実現」では、小学部低学年から Teamsを活用して佐世保特別支援学校本校児童とやり

取りをしたり、居住地校交流の際に相手校と Teams を活用して事前学習の段階から顔を見

合える交流を行ったりするなど、新しい学習ができた。また、校外学習のまとめや現場実習

報告、植物の観察など多岐にわたって keynote を活用することが増えたことで、基本的な

操作スキルが身に付き、自分なりのレイアウトを考えるなど、子どもたちにとって新たな表

現手段の一つとなった。 

 

 

 

 

７ タブレット端末やデジタルカメラを使って、目的に合った写真や動画を撮ることができる 

       

50％ 

75％ 19％ 

25％ 

１０ 自分に必要な情報を選ぶことができる 

       

31％ 

47％ 

47％ 

31％ 

１２ 友達と一緒に、調べたことをパソコンやタブレット端末を使ってまとめることができる 

   （学級新聞、生徒会新聞、掲示物など） 

       

31％ 

34％ 

28％ 

6％ 
13％ 

28％ 

13％ 

13％ 3％ 3％ 

9％ 

13％ 13％ 

9％ 

38％ 

22％ 
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２ 教師の指導力の向上 

 教師のタブレット端末の活用頻度について、職員アンケートを令和５年５月と１２月 

に行った。 

（回答：５月３３名、１２月２８名） 

 

 

 

 

 

 

 文部科学省の「教師のＩＣＴ活用指導力チェックリスト」を活用してのアンケートも併せ

て行った。回答数が違うため一概に比較はできないが、様々な学習場面で意識的に活用する

ことで、指導力の向上につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の授業での iPad 活用頻度（個人の携帯で Teams を活用している場合も含む） 

      

55％ 

37％ 

18％ 

18％ 

71％ 

11％ 

Ａ－１ 教育効果を上げるために、コンピュータやインターネットなどの利用場面を計画し

て活用する 

      

33％ 

67％ 

12％ 25％ 

71％ 

4％ 

Ｂ－３ 知識の定着や技能の習熟をねらいとして、学習用ソフトウエアなどを活用して、繰り返し学習

する課題や児童生徒一人一人の理解・習熟の程度に応じた課題に取り組ませる 

       

6％ 

5２％ 

42％ 18％ 

57％ 

25％ 

Ｂ－２ 児童生徒に互いの意見・考え方・作品などを共有させたり、比較検討させたりするために、コ

ンピュータや提示装置などを活用して児童生徒の意見などを効果的に提示する 

        

6％ 

55％ 

33％ 

6％ 14％ 

46％ 

39％ 
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様々な研修会や授業検討会を通して、積極的に活用しようという意識が高まり、ＩＣＴ機

器の活用頻度が上がった。また、情報共有をする中で、一人では解決できなかった課題も解

決できるなど、職員全体のスキルアップにつながった。うまく活用できないから敬遠するの

ではなく、「こんなことをしてみたい」「どうすればいいか」と声を上げると、教師同士が助

け合い、解決する雰囲気もできている。授業において「児童生徒のやる気を引き出せる」「教

材作成の簡易化」「時間短縮や授業の幅の広がり」「情報共有、持ち運び、接続の手軽さ」な

どを実感した者も多かった。 

 

 

 

 

 

Ｃ－４ 児童生徒が互いの考えを交換し共有して話し合いができるように、コンピュータやソフトウエ

アなどを活用することを指導する 

         

6％ 

39％ 

42％ 

12％ 21％ 

43％ 46％ 

Ｃ－２ 児童生徒がコンピュータやインターネットなどを活用して、情報を収集したり、目的に応じた

情報や信頼できる情報を選択したりできるように指導する 

        

15％ 

64％ 

18％ 
3％ 25％ 

57％ 

18％ 

Ｄ－４ 児童生徒がコンピュータやインターネットの便利さに気付き、学習に活用したり、その仕組み

を理解したりしようとする意欲が生まれるように指導する 

          

15％ 

55％ 

30％ 25％ 

54％ 

21％ 
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３ ＩＣＴを活用した授業づくりの良さ 

 様々な授業実践を通して、教師全体が実感できたＩＣＴ活用の良さをまとめると、以下の

とおりである。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考察 

令和３年度の研究を受けて、よりタブレット端末に触れる機会を増やし基本的な操作ス

キルの向上を図るため、令和４年度から、小学部の教育課程「生活単元学習」に「タブレッ

トに触ってみよう」中学部の「総合的な学習の時間」に「情報機器を使おう」という項目を

追加した。さらに令和５年度からは、小学部の教育課程「生活単元学習」の中で、「情報モ

ラル、プログラミング」など情報機器の扱い方を詳しく記した。そのことにより小学部低学

年から「タブレット端末の使い方」や「プログラミング的思考を育てる学習」を創意工夫し

ながら積極的に行うことができた。また、情報活用能力体系表を教師間で検討することで、

身に付けさせたい必要な情報活用能力とは何かを確認し合うことができ、授業の中でどの

ような力を身に付けさせたら良いか考える際の指標となった。 

ＩＣＴを活用

した授業 

教材作成の

簡易化 

時間短縮 

フィードバック

の共有 

イメージアップ 分かりやすい

視覚情報 

デジタルカメラ、ビデオ 

     ↓ 

iPad 

学ぶ時間の確保、拡大 

知的障害教育で子どもが苦手

としている部分を助ける 

視覚支援の充実 

直感的な操作 

因果関係の理解 

 

即時的 

学び合いのしやすさ 

ペーパーレス 

アプリの活用 

教師も子どもも使いな

がら慣れてきた 
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Ⅴ 成果と課題 

１ 成果 

（１）児童生徒の変容 

＜基本的な操作スキルの向上＞ 

・授業で iPadに触れる機会が増え、基本的な操作スキル（写真、文字入力、タップ、ド

ラッグ＆ドロップ、検索、学習アプリの操作など）が高まった。 

・教科や学習内容は異なるが、「文字入力」「画像の挿入」等のスキルの獲得を意識して、

実態に応じた指導を行い、キーボード入力・手書き入力・大きな文字の手書き入力（メ

モ帳で１文字ずつ提示し、なぞり書き）等、それぞれ身に付けることができた。 

・iPad でワークシートを作って貼り付けるなど基本操作やミラーリングや Air Drop な

ど応用操作まで学ぶことができた。（高等部） 

＜学習の広がり・意欲の向上＞ 

・多くのアプリや機能に触れることができ、自分たちの力でどうにか使おうとする意識

が向上した。 

・プログラミングに関しては、アプリを使ったりプログラミングカーなどの実機を使っ

たりして指導を行った。「朝の準備のときも、行動の順番や場合による持ち物の変化（分

岐）を自分で考える」など「プログラミング的思考」を生活に落とし込んで考える姿が

見られた。 

・生徒同士が協働で一つのデータを完成させる経験ができた。 

・アプリを使って、クイズ形式で応えるなど学習意欲の高まりにもつながっている。 

・iPad はワークシートを保存できるため見返して振り返ることができるため、生徒の学

びが深まる。 

＜情報モラルへの意識＞ 

・タブレット端末を使うときの約束などを、実際に使いながら学習する時間を設定でき 

た。 

・ルールを明確にし、説明することでルールを守ろうとする生徒が増えた。 

・時間を守るなどのルールについては、毎日の繰り返しの指導で身に付いてきている。 

（２）教師の変容 

＜教師の意識改革・普段使い＞ 

・利用できそうなアプリやＩＣＴ機器を使って授業を計画しようと思えた。そして、実践

してみた。 

・ＩＣＴを活用した授業をするために、自分自身がＩＣＴ機器を活用できるように、使い

方を調べたり、教えてもらったり積極的に活用するようになった。また、それらを学習

に生かすことができた。 
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＜活用の広がり・有効性＞ 

・Teams や Keynote の機能についても徐々に慣れ、生徒と双方向のやり取りができる

など活用の場が広がっている。 

・様々なアプリやＩＣＴ機器を使う頻度が増えてきている。 

・情報モラルの学習やプログラミング的思考に関する学習など、各学部で今まで以上に

学習機会を設けた。 

・ＩＣＴ機器を活用することで、得意分野と不得意分野が分かり、授業のどこでどのよう

に活用すれば指導効果が上がるのかが分かってきた。従前の紙や体験的な活動と、ＩＣ

Ｔ機器を組み合わせて児童の興味関心や主体的な（意欲的な）活動を引き出すことがで

きた。 

・ＩＣＴ機器は児童生徒の意欲や、やる気を引き出す魅力は大いにあったので、教師が上

手に使うことが大切だと思った。 

＜情報活用能力体系表の活用＞ 

・体系表により、生徒の学びの段階を俯瞰して考え、指導することができた。 

・文言をどう捉えるか難しいところもあるが、ある程度知的障害の子どもの実態に合っ

たものになっていると感じる。 

・学部を超えて議論したことで、お互いの実情を学び合うことができて大変良かった。 

 

２ 課題 

（１）児童生徒にとって 

＜情報モラル教育＞ 

・情報モラルや個人情報のセキュリティなどについての理解が備わっていない。 

・タブレット端末を使うことで授業に集中できないことがあるため、そのことへの指示

や指導が必要である。 

＜基本的な操作スキル＞ 

・タブレット端末を普段から触っている生徒とそうでない生徒の操作スキルに差がある

が、基本的な操作の方法を一定量身に付けさせ、定着させるには、時間を設定してタブ

レット端末に触れる時間を確保する必要があるように感じる。 

・見比べる、選ぶなどの簡単な操作に難しさを感じる実態の児童がいる。 

（２）教師にとって 

＜スキル不足＞ 

・機器操作や不具合などのトラブルへの対応力。 

・知識、能力不足で、円滑な操作や支援ができないことがあった。 

・技術面で子どもたちに追いつけないことがあった。（高等部） 
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＜活用の広がり＞ 

・研修で学んだことを十分に活用できていない。 

・児童生徒自身に活用させる機会がもう少し設定できたら良かった。 

・一人一授業では体系表を参考にして考えることができたが、普段の授業での活用まで

には至っていない。 

＜タブレット端末の持ち帰り＞ 

・タブレット端末の持ち帰りについては、実現できていない。プリントではなくタブレッ

ト端末だからこその家庭学習の効果をまだ考えるに至っていない。 

・持ち帰りに向けて、保護者への説明会は行ったが、まだ実施に至っていない。宿題での

タブレット端末の活用ができていない。 

＜情報モラル教育＞ 

・情報モラルに関する授業やルールを守らせるための手立てを考えていくこと。 

・不審なサイトにアクセスしないなど情報モラルに関した学習は１回取り組むだけでな

く、継続して行う必要がある。 

 

３ 今後の展望 

 ３年間の研究を通して、教師にとって「普段使いすることへの意識の変化」や、「操作ス

キルの向上」といったＩＣＴを活用する土台ができた。子どもたちにとっても、新たな学び

方ができる学習ツールとしての活用が進んだ。しかし、「個別最適な学び」や「協働的な学

び」「将来の生活に根付く活用」など、十分にＩＣＴの良さを生かした学習ができていると

は言えない。タブレット端末の持ち帰りなど、積み残した課題も多い。今回の研究で得た「学

びの広まり」を「深まり」へとつなげるためにも、基本的な操作スキルや情報モラル教育な

ど情報活用能力の育成に向けて、今後もより一層活用の充実を図り、ＩＣＴ機器が学習ツー

ルの一つとなるための取組を進めていきたい。 

 

【参考文献】 

・文部科学省ＨＰ「ＧＩＧＡスクール構想の実現について」 

・文部科学省「情報活用能力の育成―体系表例とカリキュラム・マネジメントモデルの活用―」 

・文部科学省 特別支援学校 学習指導要領解説 総則編（幼稚園・小学部・中学部） 

・文部科学省 特別支援学校 高等部学習指導要領 

・文部科学省 教師のＩＣＴ活用指導力チェックリスト 

・東京都教育委員会 情報活用能力体系表 東京モデル 

・福島県教育庁「情報活用能力の体系表」 

・滋賀県教育センター 授業プランシート 

・特別支援教育の実践情報（明治図書）２０２１ ６・７月号 ２０２２ ６・７月号 

・小学校低学年１人 1 台端末を活用した授業実践ガイド（東京書籍） 

・ＩＣＴ×特別支援 ＧＩＧＡスクールに対応したタブレット活用（明治図書） 

・特別支援 iPad 活用法（合同出版） 



ＤＯ（実行） ＣＨＥＣＫ（評価） ＡＣＴＩＯＮ（再検討）
学年 教科・単元 ねらい ツール 内容 効果 課題

例
小１
年生

国語
・平仮名を正しくなぞる
・書く

アプリ
「かなもじ」

・５０音表で文字を
探したり、一文字ず
つスライドして文字
を読んだり、なぞっ
たりする。

・感覚的に操作方法が分かり、
自分から積極的に好きな文字
（あんぱんまん）を探してなぞ
ることができた。また、写真機
能もあるので上達度合いを見る
ことができる。

・自分の好きな文字に固執
し、ホームボタンを押してリ
セットしようとするなど教師
が書かせたい文字は拒否し
た。→手順カードで学習の順
番を確認する必要あり。

小２
年生

生活単元学
習

・プログラミングの初歩的
活動を体験する。
・予測をしながらボールを
動かす。

アプリ
SpheroPlay

・ドラッグアンドド
ロップでボールを動か
す。
・線上を転がしたり、
ゴールを目指して転が
したりする。

・回数を重ねると、自分の指の
動きとボールの動きが連動して
いることに気付き、ボールと手
元を交互に見ながら、ボールを
コントロールできるようになっ
てきた。

・ボールの動きを見て慎重に
指を動かすなど、結果を予測
して行動するといった、プロ
グラミングの初歩的な学習は
できた。

小４
年生

算数

「いくつといくつ」
・一つの数を二つの数に分
ける、二つの数を一つにま
とめる、を視覚的に理解す
る。

Teach U
（特別支援教育
のためのプレゼ
ン教材サイト）

・powerpoint教材を
iPadに入れる。
・表示された数字がい
くつといくつに分かれ
るか、選択させる。

・具体物を操作する学習の後に
使用したことで、iPadの操作を
楽しみながら知識の定着にもつ
ながった。

・連続してタップすると、答
えの画面が次々に切り替わっ
てしまうため、教師が一緒に
正解かどうかを丁寧に確認さ
せる必要がある。

小
５・
６年
生

図工

・コマ撮りアニメーション
の仕組みを使い、表し方を
工夫する中で、普通なら動
かないものが動く面白さを
発見しながらアニメーショ

ンをつくる。

ブラウザアプリ
KOMA KOMA
×日文

・コマ撮りアニメー
ションの制作を行う。

・自分が撮影した１枚前の写真
の影が残り、その影から物を少
しずらせば良いということが分
かり、子どもたちにとっても使
いやすかった。

・完成したコマ撮りアニメー
ションを保存する際の操作が
難しく、大人が操作を行うこ
とが多かった。→手順カード
を作成し、操作が視覚的にも
分かるように工夫する必要が
あった。

中全
学年

音楽
・伴奏に合わせて、合奏練
習をする。

ボイスメモ

・合奏曲の伴奏を、ボ
イスメモに入れてお
き、それに合わせて、
それぞれのグループ
（打楽器チーム、鍵盤
楽器チーム）ごとに練
習をする。

・それぞれのグループが、同じ
テンポの伴奏に合わせて練習す
ることができた。
・ピアノを弾く必要がなくなっ
たことで、教師が生徒の指導に
回ることができた。

・テレビにつなげないと音が
小さく、伴奏の音が聞こえず
らかった。

ＤＯ（実行） ＣＨＥＣＫ（評価） ＡＣＴＩＯＮ（再検討）

ＰＬＡＮ（計画）

ＰＬＡＮ（計画）

資
料
①
「
IC
T活
用
」
実
践
事
例
集
【
抜
粋
】



学年 教科・単元 ねらい ツール 内容 効果 課題

中学
部全
学年

体育

・マット運動で、自分の演
技を確認させ、技の精度を
高めさせたり、意欲を喚起
させたりする。

iPad ビデオ

・生徒の演技を教師が
録画する。

・その都度、演技の様子を動画
で確認することで、客観的に生
徒自身が自分の動き（技の細か
いところ）を確認するこができ
た。

・生徒たち自身で操作し、振
り返ったり、技の演技動画
（お手本）を見たりすること
できるように指導することが
できると有効的である。

中１
年生
個人

自立活動

・居住地校交流のお礼状を
気持ちを落ち着かせながら
丁寧に書く。

ワードのディク
テーション機能

・居住地校交流のお礼
状を書こう。

・漢字や助詞の間違いが普段多
く、指摘されるといらいらして
しまうが、音声が文字となり漢
字変換までされることで、よく
文字を見て意識しながら丁寧に
書くことができた。

・興味をもつ題材を提示し、
ローマ字またはかな入力の仕
方も覚えさせていく必要があ
る。また、インターネットに
つながっていないとこの機能
は使用できないことが後から
分かった。

高等
部全
学年

保健指導
（日生）

・感染拡大した冬休み明
け、一斉指導によるリスク
低減のためTeamsを活用
し、各クラスでオンライン
による保健指導（感染症対
策）を実施。

iPad
Teams
Forms

・新型コロナウイルス
感染症についての出題
に、クラスで話し合
い、オンラインで回答
させる。また、冬休み
の生活アンケートを
Formsで実施。

・生徒全員がタブレットの使い
方にも慣れ、オンラインでマイ
クのオン・オフをしながらそれ
ぞれ回答することができてい
た。

・個人用タブレットでのオン
ライン指導の形が整った。自
宅持ち帰りとなった場合も、
今回と同じ方法で、オンライ
ン授業が可能。

高
１・
２・
３年
生

国語　B1グ
ループ

・写真や自分の考えを
Keynoteにまとめることで
葉票の手掛かりとり、自信
をもって発表できるように
する。

Keynote

・発表のテーマを設定
し、自分の考えを
Keynoteにまとめさせ、
一人ずつ発表させる。

・自分が撮影した１枚前の写真
の影が残り、その影から物を少
しずらせば良いということが分
かり、子どもたちにとっても使
いやすかった。

・ミラーリングがスムーズに
いかないことがあり、授業が
中断することがあった。
Keynoteの操作は生徒も一度
覚えるとスムーズに行うこと
ができた。

高等
部全
学年

数学

・自宅学習になったときに
教師が課題を出し、それを
生徒が提出するまでの流れ
を周知する。

Teams

・４９ます計算、帯グ
ラフと円グラフ

・自宅学習になったときに教師
が課題を出し、それを生徒が提
出するまでの流れを周知するこ
とができた。興味をもって学習
することができた。

・一人だけ課題が送信できな
かったり、問題を解くことに
時間が掛かったりして授業が
中断することがあった。教材
研究に時間が掛かった。



 

学年・組 小学部３～６年 教科 体育 単元名 表現運動「○○づくり」～だんだんできあがり～ 

本時のねらい ICT を教科等の指導に取り入れるねらい 

題材の特徴を捉えて動きを表現する。 ・動画を見て、よりよい表現の仕方を考える。 

・場面ごとに整理する。 

本時のねらいを達成するための ICT機器・アプリ ICT を活用することの効果 

タブレット、YouTube（iMovie で編集済み）、Keynote、

カメラアプリ、テレビ 

 

育成したい情報活用能力 

Step1-7 Step1,2-10  Ｓｔｅｐ２－２１ 

情報活用能力の要素 

☑集める □まとめる □伝える 

□基本操作 ☑プログラミング □モラル 

□共有する □統計 

学習活動 ■児童生徒が ICT を使用する目的を意識できる発問 

〇指導上の留意点  ☆ICT 活動場面 

１ 学習内容、約束の確認 

２ 準備体操 

・ラジオ体操、もうじゅうがりにいこう！ 

３ 表現遊び 「○○づくり」～だんだんできあがり～ 

 

・グループに分かれる。 

・「○○づくり」の言葉と写真で連想される動きを表現し、

グループ内で確認し合う。 

・タブレットで「○○づくり」の動画を見る。 

・「たこやきづくり」 

・「ホットケーキづくり」 

 

・動画を止めながら確認し、動きを考える。 

 

 

 

 

・場面ごとに整理して動きを考える。 

・考えた動きを写真に撮り、グループ間で動きを共有する。 

 

 

・グループごとに発表する。 

・発表の動画を見て、自分たちの動きを見直す。 

 

 

 

 

 

 

○動画は編集したものを準備しておく。 

■「動きが思いつかないときはどうしたらいい？」 

■「動画を見て、表現のヒントを見付けよう」 

☆リーダーは教師と一緒に、AirDrop での受け取り

やアプリの起動をする。 

☆児童は動画を見る。見た場面を表現する。 

○時間削減のため、動画を止めたり、巻き戻したり

する操作は教師が行う。 

○動画から分かる食材の動きや状態に注目させた

り、児童の発言を拾ったりする。 

■「トロトロしているね」「「っっくり返ったね」など 

☆場面ごとに表現の仕方を写真に撮り、Keynote に

貼り付けて動きを整理する。 

☆Keynote に貼った写真を見ながら、グループで動

きを確認し合う。 

○場面分けはあらかじめ教師が行っておく。 

☆動画で発表の様子を振り返る。 

＜授業の評価＞ICT を思考の補助手段として活用することができた。写真で場面ごとに整理し、動きを考えることが

できた。場面ごとの写真を見ながら発表させたが、話し合いで出来上がったイメージを思い浮かべながら表現させる

ことが理想だった。 

・たべものになってみよう 

・動画を見て、題材の動きに気付いたり、表現の方

法を考えたりすることができる。 

・場面ごとに分けて動きを考えたり、写真で整理し

て動きを確認し合ったりすることができる。 

・動画を見る。 

・写真を撮って Keynote に貼り、場面ごとに

動きを確認する。 

資料② 授業プランシート（小学部） 



 

 

授業の様子（小学部 体育） 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホットケーキの作り方を動画で確認

することで、どのように表現するかイ

メージを膨らませている。 

 

「こんな風にしたらいいんじゃない

かな」など、映像を見た児童が自由に

表現をし、班員で見せ合っていた。 

 

思いついた動きを実際にやってみ

て、動画、写真を撮ることで客観的に

表現を見られるようにしている。 

 

やってみた動きを確認して、再度イ

メージを膨らませながら、表現の仕方

を考える。 

 

ホットケーキの場面の写真と、自分

たちで考えた表現の写真を合わせて見

ることで、表現の流れを確認すること

ができていた。 

発表中、テレビにホットケーキづく

りの写真と考えた動きの写真を表示し

ておくことで、他の班にもどの場面の

動きをしているのか分かるようにして

いる。 

 

場面の写真と発表を見比べて、どの場

面を表現しているのか理解することが

できていた。 



 

学年・組 中学部２、３年 教科 職業・家庭 単元名 プログラミングカーを動かして、ゴールを目指せ！ 

本時のねらい ICT を教科等の指導に取り入れるねらい 

・スタートからゴールまでの車の動きを、カードを置きな

がら順序立ててプログラミングする。 

・実際に車を動かすことで自分のプログラムが正しかっ 

たかを分析する。 

・プログラムが間違っていた場合は、一つ一つの指令を 

分解し、どこを直せば思い通りに動くかを検証する。 

・ゴールにたどり着くまで、粘り強くやり直しながら取り組 

む。 

・実際にプログラミングカーへ指令を出して動かしてみる

ことで、自分が意図する一連の活動を実現するために

はどのような動きの組み合わせが必要であり、その動

きに対応した記号をどのように組み合わせればいいか

を論理的に考える力を育む。 

・ゴールまでの動きを抽象化、分解、順序立て、分析し、一

般化するまでを実際の車を動かしながら体験させる。 

本時のねらいを達成するための ICT機器・アプリ ICT を活用することの効果 

プログラミングカー、プログラムシート（思考ツール）、地

図（アンプラグド・プログラミング） 

 

育成したい情報活用能力 

Step４―１９．２０．２１．２２．２３．２４ 

情報活用能力の要素 

□集める □まとめる □伝える 

□基本操作 ☑プログラミング □モラル 

□共有する □統計 

学習活動 ■児童生徒が ICT を使用する目的を意識できる発問 

〇指導上の留意点  ☆ICT 活動場面 

 

 

 

１ 練習問題を行う。 

・「前進」のみでゴールに進む。 

・マスの数を徐々に増やし、指令の出し方を練習する。 

・「前進」＋「左に曲がる」の二つの指令カードを使ってゴ

ールを目指す。 

・「前進」＋「左に曲がる」＋「右に曲がる」の三つの命令

カードを使ってゴールを目指す。 

２ 練習したことを発表する。 

・プログラムを発表する。 

・難しかったこと、やり直したときに気付いたことを発表す

る。 

３ 各自の課題問題を実施する。 

・練習問題を応用した各自の課題問題を行う。 

・発表をする。 

 

 

 

■ゴールに向かうために、指示カードを使ってどんな

命令を出せばいいでしょうか。 

〇教師はあまり手助けせず、できるだけ児童に考えさ

せ問題解決を主体的に行えるようにする。 

〇何度も粘り強くやり直してゴールを目指せるよう

に、魅力的なゴールを設定する。 

☆命令カードを並べて、順序立てて考えさせる。 

☆命令が間違っていたときには、分解して考え直すよ

うヒントを少しずつ出す。 

 

＜授業の評価＞・実機を使用することで、思考の試行錯誤が繰り返し目前で再現され生徒へのフィードバック

が容易にできた。教材の魅力により生徒の興味関心を高く保てる。 

・実態差の大きな集団であっても、目標の段階（難易度）の調整が可能である。年間を通して取り組めると、

論理的思考力が高まると感じた。 

めあて 

・プログラミングカーに命令を出してゴールをめざそう。 

頭の中で考えたプログラムを実際に車に読み込ませ

動かすことで、プログラミング的思考を働かせながら

問題解決することを体感として理解する。 

普段の生活や他の教科等の学習の際にも、課題を

順序立てて考えたり、分解したり分析したりして、問

題の本質を捉える力が付く。 

 

まとめ ・頭の中で考えた順序を命令したら、自分の思いどおりに車は動いたか？ 

       ・思ったことと違う動きになったときには、どこをやり直せばいいのか分解して考えたか？ 

・ 

資料② 授業プランシート（中学部） 



 

 

授業の様子（中学部 職業・家庭） 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Aさん 「「どんな命令を出せばプログラミ

ングカーが動くか分かった？」 

Bくん 「いや・・。僕もどうやるのか、

わかんない・・。やってみて試してみよう

かな・・・。」 

Aさん 「OK!」 

Aさん 「「前に一つ進んで、曲がるから、こ

のコマンドで命令を出してみよう。ゴールに

進むには曲がらないと・・。この命令で合っ

てるかな・・。」 

Bくん 「「何マス進むかを一つ一つ詳しく命

令しないと、思った道には進まないんだね。」 

教師  「発表してくれる人～？」 

Bくん 「「はい 先生  僕できました 

進みました やりたいです 」 

Aさん 「私もできました 」 

 

・ゴールをまず決めて、スタートから進む

にはどのような道を選択し、どのような命

令を車に出せば良いのかを考えさせた。

Try「and「errorを繰り返しながら体験的に

プログラミング的思考を学んでいった。 

見事ゴールまでたどり着いたプログラミン

グカー。 

Cくん 「すごい～  」（拍手喝采 ） 

Bくん 「やった～ 」 

Aさん 「お～ 」 

 

・生徒みんなで成功を喜び合った。目的を的

確に捉え、プロセスを分解して考え、根気強

く何度もやり直してゴールを目指すことや、

自分の頭で合理的に思考する力を学習した。 



授 

学年・組 高等部全学年 教科 美術 単元名 レオナルド・ダ・ヴィンチを知ろう 

本時のねらい ICT を教科等の指導に取り入れるねらい 

レオナルド・ダ・ヴィンチの絵を知り、深める。 学習意欲の向上、情報共有、他者評価 

本時のねらいを達成するための ICT機器・アプリ ICT を活用することの効果 

タブレット PC、アプリ（Padlet）、テレビ（2台）  

育成したい情報活用能力 

Step4-3 目的に応じて、Padlet を操作 

Step4-4 キーワード検索 

Step3-11 目的を意識して作品を表現し、発信する 

Step4-29 他人の作品（投稿）を大切にする 

情報活用能力の要素 

☑集める ☑まとめる ☑伝える 

☑基本操作 □プログラミング ☑モラル 

☑共有する □統計 

学習活動 ■児童生徒が ICT を使用する目的を意識できる発問 

〇指導上の留意点  ☆ICT 活動場面 

１ 学習した内容を振り返る 

 

２ めあてを確認する 

 

 

 

３ ダヴィンチの作品を調べ、気に入った作品の画像

データを保存する。 

 

 

 

 

 

４ タブレット PCで QR コードを読み込む 

 

５ アプリ（Padlet）に投稿する 

 

６ 友達の投稿を見る、評価する 

○教師のお気に入りの作品を紹介する 

 

 

 

 

 

   気に入った画像を保存して、みんなに紹介しよう 

○検索や画像保存などの方法を確認する。必要に応じ

てサポートする。 

○操作方法を教師の操作動画とともに説明をする 

☆サファリ等の検索アプリの活用 

☆スクリーンショットを使って画像保存 

○画像保存と同時に作品のタイトルもメモさせる 

☆カメラ機能で QRコードの読み込み 

☆アプリへの投稿操作 

○タイトルには作品のタイトルと自分の名前を入力

させ、コメントには気に入った理由を入力させる 

☆「いいね」機能を使った他者評価 

〇関係のない投稿があった場合には削除する（削除す

ることをあらかじめ伝えておく） 

＜授業の評価＞ 

・本アプリを使うことで、リアルタイムで自分の投稿（意見）が反映され、評価（いいね）を受けることがで

きるため、意欲的に取り組むことができる。ただ、投稿内容をある程度、設定によって制限するための知識や

試行すること、制限や決まりごとの生徒への周知は必要である。 

めあて 

・ダヴィンチのお気に入りの作品を投稿しよう 

・調べた内容をみんなと共有し、閲覧・評価でき

る。 

・検索する ・評価する 

・保存する 

・投稿する 

資料② 授業プランシート（高等部） 



 

 

授業の様子（高等部 美術） 

① 

 

 

② 

 

③ 

 

 

 

④ 

 

 

ダヴィンチの作品の調べ方やスクリー

ンショットのやり方など、基本操作の方法

を確認し、自分が気に入った作品を選び、

スクリーンショットで画像を取り込むこ

とができるようにしている。 

画面をミラーリングすることで、基本操

作を分かりやすく提示している。 

 

ＱＲコードで各自、アプリ（Padlet）に

入り、気に入った作品を投稿させる。 

自分の名前や気に入ったポイントを入

力し、実際に投稿させる。気に入ったポイ

ントを考えるのに時間が掛かる生徒もい

るため、教師と話をしながらコメントを考

え、入力させるようにした。 

 

最後に、みんなで投稿を見て、気に入っ

た投稿には「いいね」を押していった。み

んなで投稿を確認することで、ダヴィンチ

のいろいろな作品に触れ、作品の良さに気

付くことができた。 



 情報教育 全体計画 

長崎県立佐世保特別支援学校北松分校 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

【育成を目指す資質・能力】(各教科等の特質に応じ、以下の観点で情報教育を行う。) 

 小学部 中学部 高等部 

知識及び技能 

・ＩＣＴ機器の基本的な操作をした
り、図書を利用したり、人にインタ
ビューしたりして、すすんで情報
を調べたり、絵や言葉で表現する
方法を知る。 

・問題解決には必要な手順があるこ
とが分かる。 

・様々な図書やインタビュー、見学・実
験・観察、インターネットやアンケー
トなどで情報を集める。  

・問題解決の手順を工夫することができ 
 る。 
・体験をしながら、身近な生活でコンピ
ュータが活用されていることに気付
く。 

・目的に応じて ICT 機器を選択して情報
を集めたり、複数の資料から、目的に
応じて特定の情報を活用したりする。  

・問題解決の手順を論理的に組み立てる 
ことの良さが分かる。  

・自他の情報の大切さを理解し、適切に 
扱う。 

思考力 

判断力 

表現力 

・教師と一緒に情報を集め、事物を 
分類して伝える。 

・具体物や ICT機器を活用して表現 
する。 

・順序に沿って組み合わせを考え
る。 

・分類する、順番を付ける、表やグラフ 
に表すなどして集めた情報を整理す 
る。  

・必要な情報を選択したり、関連させた
りしながら表現する。 

・意図する一連の活動の順序に沿って、 
組み合わせを考える。 
 

・情報を比較したり、分類したり、関連 
付けたりして整理する。 

・根拠や理由をグラフや表を使ってまと 
める。  

・相手の状況に応じて、表現方法を工夫
する。 

・意図する一連の活動の順序に沿って、 
論理的に組み合わせを考える。 

 

学びに 

向かう力 

人間性 

・身の回りの情報機器に親しみ、す 
すんで利用しようとする。 

・正しい情報を伝えようとする。 
・友達と協力して情報に関する活動 
に取り組む。 

・インターネット上のルールやマナ 
ーを考え、守ろうとする。 

  

・身の回りの情報機器に親しみ、生活の 
道具としてすすんで利用しようとする 

・情報モラルの大切さが分かり、考えて 
 行動しようとする。 
・自分や他人の情報を大切にする。 
・身の回りには様々な情報機器があるこ 

とに気付き、目的に応じて利用しよう 
とする。  

・問題解決に向け、粘り強くやり抜こう
とする。 

・身の回りの情報機器を、目的に応じて 
適切に利用しようとする  

・メール・ＳＮＳ等の特性を理解し、適 
 切な情報モラルを身に付け、考えて行 
 動しようとする 
・身の回りの誤った情報や、他人の情報 
などの取り扱いを慎重にしようとす 
る。 

・情報技術の良さを自分の生活に関連付 
けて考える 

・体験を通して、プログラムの働きやよ 
さを自分の生活に生かす 

 
 

各教科等の指導において、情報活用
能力を育成し、理解を深める。 

職業・家庭科の目標・内容と関連付けて
指導を行う。 

職業科の目標・内容と関連付けて指導を
行う。 

各教科等の指導において、情報機器の扱いや操作スキルを育成する時間を適切に設定する。 

 

【道徳教育及び道徳科との関連】 

 

 

 

 

【各団体等との連携、活用する情報機器等】 

 

 

 

＜学校の教育目標＞ 

児童生徒一人一人に応じたきめ細かな指導に応
じて、健康で日々楽しく生きがいをもって生活で
きる力や、自ら考え主体的に行動できる力を身に

付け、他を思いやる心をもって積極的に社会参加
し役割を果たしながら、生涯にわたって自分らし
い豊かな人生を送ろうとする人間を育成する。 

＜情報教育に関する取組＞ 

・日常的にＩＣＴ等情報技術を活用す

る環境を整え、情報活用能力を育成

する学習活動の充実を図る。 

・全ての教科等においてそれぞれの特

質に応じ、物事の筋道を立てて考え

たり、情報を多面的・多角的に構造化

し表現したりする力を育成する。 

・教材データの共有などを通して業務

改善を行い、教育効果の向上の評価、

検証を積極的に行う。 

・一人一人の教育的ニーズ、理解度に応

じたきめ細かな指導を行い、児童生

徒の力を最大限に引き出す。 

＜目指す児童生徒像＞ 

・健康でたくましく、生き抜ぬく児童

生徒。 

・思いやりのある心豊かな児童生徒。 

・自立し社会に参加・貢献しようと努

力を続ける児童生徒・ 

＜保護者・地域の願い＞ 

・これからの情報社会を主体的に生き
る力の育成。 

・発達段階に応じた系統的な指導の充

実。 
・情報モラル、情報セキュリティに関
するリテラシーの習得。 

＜情報教育の目標＞ 
学習の基盤となる資質・能力としての、情報及

び情報技術、プログラミングに関する知識及び技
能の習得、思考力、判断力、表現力等の育成、学
びに向かう力、人間性等の涵養を目指し、情報活

用能力を育成するとともに、各教科等での学びを
より確実に身に付けることができるようにする。 

・道徳的価値が大切なことなどを論理的に理解し、どのように行動すればよいかを判断する力（道徳的判断力）  

・道徳的価値を実現しようとすること（道徳的実践意欲と態度）                       

・情報モラル、情報セキュリティに関する学習（道徳的思考力） 

・よりよい生き方や善悪を判断する気持ち（道徳的心情） 
                    

 

・長崎県教育委員会  ・長崎県教育センター  ・地元企業、大学等  ・市民ボランティア  ・学校放送番組  

・タブレット端末   ・パソコン       ・デジタルカメラ   ・テレビ       ・プログラミング機器 

資料③「情報教育全体計画」 

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Step１ Step２ Step３ step４ step５

資質・能力 学習内容 小項目 小学部１段階 小学部２段階 小学部３段階 中学部１、２段階 高等部１、２段階

1 入力の基本技能 教師と一緒にタップする 音声で入力する
文字入力（平仮名）
（１～９文字／１分間）

文字入力（平仮名）
（１０文字以上／１分間）

文字入力
（３０文字以上／１分間）

1

2 基本的操作
教師と一緒に起動、シャットダウン
をする

ログイン、ログアウト、写真撮影な
どの基本操作

音声入力、手書き入力・ローマ字入
力、写真や動画の編集

2

3 アプリケーション等の使用・操作
教師と一緒にipad上のアプリのアイ
コンを探す (teams含む）

タッチパネルでアプリの操作をする
(teams含む）

学習支援アプリを使用する（teams含
む）

目的に応じてアプリを選択・操作する
（teams、word、Power Point、keynote)

オフィス系アプリを選択・操作する
（teams、word、PowerPoint、keynote、Excel)

3

4 検索 教師と一緒に検索する体験をする
音声や予測変換機能を使い、キー
ワードで検索

平仮名、ローマ字入力で検索 キーワード検索 AND,OR,NOT検索、条件検索 4

5 ファイルの呼び出し、保存 教師と一緒にファイルを開く ファイルを開く ファイルを保存する 5

6 見通し・計画
教師と一緒に身の回りのことを手順
どおりにする

簡単な身の回りのことを見通しを
もってする

目的達成のための方法を考え、２、
３個の手段から選択する

6

7 情報収集
教師と一緒に絵本や実際の事物、映
像から情報を得る

身近な事物を観察して情報を得る
本や身近な人へのインタビュー、イ
ンターネットから情報を得る

メディアを選択して情報を集める。実験、
観察、見学で得られた情報を記録する

目的を考え調査や実験、観察、資料等によ
り情報を収集する

7

8 整理
教師と一緒に事物を分類する経験を
する

（教師と一緒に）事物を分類する 絵や図、簡単な表を用いて事物を整理する。
絵や図、表やグラフ等を用いて情報を
整理する

目的に応じて、適切な表やグラフを用
いて情報を整理する

8

9 取捨選択
教師と一緒に事物を取捨選択する経
験をする

（教師と一緒に）事物を取捨選択する 課題解決に役立つ情報を選ぶ
課題解決に役立つ情報を選んだ根拠を
説明する

信頼性や信憑性を考えて情報を取捨選択す
る、誤情報も詰っていることを考える

9

10 分析・読み取り
教師と一緒に、具体物を特徴に着目
して分類する

教師と一緒に、一つの資料の情報を
読み取る

一つの資料から複数の視点をもって
情報を読み取る

集めた情報から共通・相違点を見付け
る

複数の情報から矛盾点や欠けている情
報を見付ける

10

11 表現・発信
目的を意識して作品を表現し、発信
する

目的を意識して表現し、情報の発信・
交信をする

相手や目的を意識して表現し、安全に情報の発信・交信を
する、誹謗中傷、嘘の情報を発信しない 11

12 評価・改善 教師と一緒に、情報活用を振り返る
情報活用を振り返り、教師と一緒に
良かった点を見いだす

情報活用を振り返り、良かった点を
見いだす

情報活用を振り返り、改善点を見い出
す

情報活用を振り返り、改善点を見いだ
し改善する

12

13
情報を客観的に捉え、分析、判
断する力（批判的思考）

実物をしっかり観察する 事実や根拠があることを知る
事実や根拠に基づき、分析・判断す
る

複数の事実や根拠に基づき、分析・判
断する

複数の事実や根拠に基づき、適切に分
析・判断する

13

14
情報を結びつけて新たな意味を
見いだす力（創造的思考）

教師と一緒に具体物の特徴を探す
教師と一緒に、物や情報から分かっ
たことをまとめられる

物や情報から分かったことをまとめ
る

ものや情報の大体を捉え、整理してま
とめる

情報を比較したり、関連付けたりして新た
な考えや意味を見いだす、正しい情報だけ
とは限らない（正確性、妥当性）

14

15
教師と一緒に、情報を集めようとす
る

教師と一緒に物事と関係する情報を
見つけようとする

物事と関係する情報を見付けようと
する

15

16
教師と一緒に、情報の特徴を考えよ
うとする

教師と一緒に、情報を複数の視点か
ら捉えようとする

情報を複数の視点から捉えようとす
る

16

17
教師と一緒に、問題を見付けようと
する

教師と一緒に、問題解決における情報の
大切さを意識して行動しようとする

問題解決における情報の大切さを意
識して行動しようとする

17

18
教師と一緒に、情報の良さを見付け
ようとする

教師と一緒に、情報活用を振り返
り、良さを見付けようとする

情報活用を振り返り、良さを見付け
ようとする

18

19 記号の組合せ方の理解
教師と一緒に、具体物を決められた
順番に並べる

具体物を決められた順番に並べる
プログラミングの体験をとおして、意
図した手順を組み合わせる

19

20 手順を設計する技能
教師と一緒に、手順書に沿って行動
する(Viscuit、ｱﾝﾌﾟﾗｸﾞﾄﾞ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞ)

手順書に沿って行動する(Viscuit、
ｱﾝﾌﾟﾗｸﾞﾄﾞ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)

教師と一緒に、手順を順序立てる
(Viscuit、Scratch)

手順を順序立てる（Viscuit、
Scratch、まなんでパズル）

手順を順序立てる（Viscuit、Scratch、ま
なんでパズル、SwitPlaygrounds）

20

21 情報の分解・分類 教師と一緒に、情報の存在を知る 情報を分けて捉える
手順を組み合わせて表現したり、表や
グラフを用いて情報を整理する

21

22 情報の関連付け 教師と一緒に、情報の大体を捉える 情報の大体を捉える
情報の全体的な特徴や要点を捉える、大き
な事象を小さな事象に分解して考える

22

23 問題解決の手順
教師と一緒に、実際に行動しながら
問題を解決する

教師と一緒に、問題解決の流れを手
順に表す

大まかな問題解決の流れを手順に表
す

意図したことを表現するための手順を
考える

問題解決の手続きを順序、繰り返し、
分岐を組み合わせて表現する

23

24 改善しようとする態度
試行しながら、プログラムの改善策を
見いだそうとする

24

25
よりよい人生や社会づくりに
生かそうとする態度

プログラミングによる学びを生活に生
かそうとする

25

26 情報モラル 自分自身を大切にする 友達のことや他人の物を大切にする
他者に伝えていいこと、伝えてはいけな
いことを知る（情報の公開、非公開）

人の作った物を大切にし、他者に伝え
てはいけない情報があることが分かる

自他の情報の大切さが理解できる、著作権、肖像権
とは何かを知る、匿名での書き込みのルール 26

27 情報セキュリティ
学校のルール（していいこと、悪い
こと）を知る

学校のルールを守る
教師と一緒にID,パスワードを入力する、
公開してよいものダメなものを知る

ＩＤ、パスワード等の安全な管理の方法を
知る。公開してよいものだけを公開する

ＩＤ、パスワード等の安全な管理について理解する
ことができる。フィルタリング、ウイルス対策 27

28
情報モラル（ルール・マ
ナー）

インターネット上のルールやマナー
を考える

インターネット上のルールやマナーの
必要性を考える

ルールやマナーを守り、チャット、
SNS、Webコメントを利用できる

28

29 情報モラル（個人情報）
教師と一緒に自他の情報や作品を大切にする、
他人の写真や情報を公開するときには許可を得
る

自他の情報や作品を大切にする、他人の写
真や情報を公開するときには許可を得る

個人情報保護の大切さを知り、著作権や肖像権に留
意して情報を扱う、個人情報保護法

29

30 情報セキュリティ
教師と一緒にＩＤ、パスワード等を安全に管理
する、有害サイトへのアクセスをしない

ＩＤ、パスワード等を安全に管理する、イ
ンターネット使用には危険が伴う

不審なメール、迷惑メール等を判断する・インターネット
上の犯罪やトラブルへの対応（詐欺、架空請求） 30

31
責任をもって適切に情報を扱
おうとする態度

コンピュータ等を利用するときの基
本的なルールを考えようとする

コンピュータ等を利用するときの基本的な
ルールを踏まえて行動しようとする

情報のやりとりをする場合のルールや
マナーを踏まえて行動しようとする

31

32
情報社会に参画しようとする
態度

教師や友達と一緒に、いろいろな情
報機器を使おうとする

いろいろな情報機器を使おうとする
いろいろな情報機器を楽しんで使お
うとする

情報や情報技術を目的に応じて粘り強く使おうと
する、課題解決における情報の大切さ

情報や情報技術の良さを生活に生かそ
うとする

32

要素

基
本
的
な
操
作

問
題
解
決
・
探
究
に
お
け
る
情
報
活
用

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
モ
ラ
ル

情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

学校のルールを守る、写真を撮影するときのマナーと撮影した写真の取
り扱いを知る

教師と一緒に、自分の作品を大切にする、個人情報とは何かを知る

ＩＤ、パスワード等の存在を知る、インターネット上で様々な人がつな
がっていることを体験する、有害サイトや広告の存在を知る

学びに向かう
力
・人間性等

情報モラル・
情報セキュリ
ティなどにつ
いての態度

情報活用の際に困ったときに、教師に伝えようとする

情
報
モ
ラ
ル

情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

知識及び技能

情報モラ
ル・情報セ
キュリティ
の理解

思考力・判断
力・表現力等

情報を活用
する力

多角的に情報を検討しようと
する態度

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

知識及び技能
情報と情報技
術を適切に活
用する

事象を分解したり、組み合わせたりすることが分かる

思考力・判断
力・表現力等

情報を活用
する力

情報を分けて捉え、決められた観点に分類・整理する

情報の大体を捉え、自分の言葉でまとめる

学びに向かう
力
・人間性等

情報活用の
態度

教師と一緒に、プログラミングアプ
リを楽しもうとする（viscuit、ｱﾝ
ﾌﾟﾗｸﾞﾄﾞ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ）

プログラミングアプリを楽しもうと
する（viscuit、ｱﾝﾌﾟﾗｸﾞﾄﾞ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞ）

うまくいかないときに繰り返し取り組もうとする

プログラミングによる学びを生活の中で使おうとする、一連の作業の流れを細かく手
順ごとに分解し、よりよい解決へ向かおうとする

入力モード切替、数値入力、ローマ字入力、切り取り、コピー、貼り付け、写
真、動画、音声、BGMの編集、マウスの操作

分類

要素

基
本
的
な
操
作

知識及び技能
情報と情報
技術を適切
に活用する

教師と一緒に、作成した作品を発信する

ファイルやフォルダの管理
（保存場所の選択、移動、コピー、削除等）

問題解決の手順の計画を立てる

問
題
解
決
・
探
究
に
お
け
る
情
報
活
用

知識及び技能

情報を活用
した問題の
発見・解決
等の方法

思考力・判断
力・表現力等

情報を活用
した問題の
発見・解決
等の方法

情報を活用
する力

学びに向かう
力
・人間性等

情報活用の
態度

情報同士のつながりを見付けようとする

新たな視点を受け入れて検討しようとする

試行錯誤し、計画や改善しよ
うとする態度

目的に応じて情報活用の見通しを立てようとする

情報活用を振り返り、改善点を見いだそうとする

資料④ 「情報活用能力体系表」


